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～講評～ 

１ 複素数平面 

複素数の絶対値、極形式の計算。昭和大学で頻出のテーマであるが、計算が複雑なものとなっている。 

２ 小問集合 

（１）連分数 （２）因数定理 （３）不等式の表す領域 （４）積分と不等式 

（１）以外はどれも処理が面倒な問題であるが、できれば３題は得点したい。 

３ 座標空間の立体、回転体の体積 

手先の計算だけでは処理が難しく、立体図形の考察が必要な問題。回転体の体積を３つ考えさせるなど、内容・計

算とも重く、良問ではあるが時間がかかるため、（１）（２）までできればよいだろう 

４ 反復試行の確率、確率の最大 

平面の回転と縦方向の移動という、あまり見ないランダムウォークを題材としたやりにくいものとなっている。

式を正確に立てることができれば、頻出の最大確率の問題となる。 

 

昨年度比較して難易度は高くなっており、ボーダーは５割程度であると思われる。 

 


